
V227-P003 会場: ポスター会場 時間: 5月 17日

明神礁海底カルデラの火山体構造

Volcanic edifice structure of Myojinsho caldera by bathymetry and seismic survey
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カルデラ噴火は甚大な被害を人間社会に及ぼすものと考えられているが，カルデラ噴火が海底などの水中で起こった
場合には更に大きな被害が予想される．伊豆マリアナ弧は数多くの海底カルデラが存在しており，これらの噴火メカニ
ズム解明上，極めて良好なフィールドである．本発表では，海洋研究開発機構の調査船なつしまおよび探査機ハイパー
ドルフィンを用いて，明神礁カルデラの海底探査を行った結果を報告する．


